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第64回全国七大学総合体育大会

競技要項

令和7年2月22日　改訂

第64回全国七大学総合体育大会　   硬式野球の部

北海道大学体育会(大会主幹）、東北大学学友会体育部、名古屋大学体育会,東京大学体育会、
京都大学体育会、大阪大学体育会、九州大学体育総務委員会

北海道大学体育会

別紙トーナメント表参照

・トーナメント方式(順位決定戦あり)にて決定する。
・ただし天候不順などによって予備日を使用しても日程が消化できない場合、大会主管の判断によ
り、優勝決定戦・上位順位決定戦を優先し、下位順位決定戦を行わない場合がある。(試合を行え
なかったチームは同順位とする)
・上位チームはダブルヘッダーの可能性もある。
・また優勝決定トーナメントの準決勝まで消化できなかった場合は、大会不成立とし順位決定を行
わないものとする。準決勝まで消化し、決勝戦が行えなかった場合は2校優勝とし、下位で試合が
行えなかったチームは同順とする。

優勝チームと準優勝チーム、3位のチーム、MVPに賞状の授与ならびに表彰を行う。

MVPは優勝チームの監督推薦により決定する。

北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学

2025年8月12日（火）～2025年8月15日（金）

12日：札幌円山球場、13・14日：大和ハウス プレミストドーム、14・15日：北海道大学A球場

１　競技種目に参加する競技団体に所属する学生は、エントリー書類に必要事項が記載されてい
なければならない。
２　正式種目の本戦に出場する選手は、本大会に参加する大学に所属し、当該大学に入学してか
ら４年以内の学生でなければならない。但し、競技種目会議が認め、実行委員会が定める期限ま
でに当該競技種目の種目委員から実行委員会へ報告があった場合、この限りではない。
３　前項の規定にかかわらず、実行委員会は、競技種目会議が行った正式種目の本戦に出場する
選手の認定について、これが不適当と判断した場合、運営委員会の議決を経て取り消すことがで
きる。

トーナメント戦

・試合成立は7回終了時、ただし後攻チームがリードしている時は7回表終了時。
・9回を終えて同点の場合、10回よりタイブレーク(無死一二塁，継続打順による攻撃)を行う。延長
は12回まで。
・コールドゲームは7回以降7点差以上ついた場合に成立。
・ドームおよび北大A球場では時間制限のルールを設けない。円山球場では2時間半を超えて新し
いイニングに入らない。
・同点/引き分けの場合は、安打数の多いチームが上位進出。同数の場合抽選で決定する（時間
切れにより試合が終了した場合も含む）。

・開会式、閉会式は行わない。
・ルールは2025年公認野球規則及び七大戦特別ルールに従う。
・ベンチ入り人数は、選手25名/部長(副部長)1名/監督助監督1-2名/コーチ2名/記録員1名/トレー
ナー1名とする。なお、ベンチ入りメンバーは大会期間中入れ替えることができる。
・メンバー表・スタメン表の交換は、1試合目は試合開始40分前、2・3試合目は一つ前の試合の5回
裏終了後に、主管立会いのもと本部席裏にて行う。なお、形式は問わない。
・指名打者を用いることができる。
・臨時代走を出すことは可能。
・使用可能なバットは、全日本大学野球連盟の規則(令和6年1月23日改訂)に従う。


